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同」
-̂
は
な
<
し
で
、
む
し
>
0そ
©
慕

で

，あ
'

チ
ャ
ー
テ
ィ
<
ト
が
労
働
，
 

蓮
動
か
ら
遊
離
-b
、
：
そ
の
.衰
退
と
2麗

を

.一
廇
速
：
め
：
る
と

.同
時
K
、
.全
国
的
職 

業
別
組
合
が
、
把
会
至
義
者
に
と
っ
て
無
視
す
る
こ
と
：の
.で
き
な
い
勢
力
を 

糧
し
た
時
期
ヒ
相
当1
た
：。
労
働
運
動
に
お
け
る
労
働
組
合
主
義_やブ
ル
ジ
. 

ョ
ア
急
進
主
義
の
役
割
を
、
彼
ら
が
戦
術
的.に
正
し
く
位
置
づ
け
：た
の
は
、
.
国 

際
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア1
ト
の
蓮
動
の
苒
組
織
、
第
一
イ
ン
タ.1ナ
シ
ョ
ナ
ル 

の
結
成
の
過
程
に.お
い
て
で
あ
っ
た
。
ン 

.わ
れ
わ
れ
は
以
上
に
お
い
て
、
.
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
著
作
の
な
か
か 

ら
、
イ
ギ
リ
.ス
労
^

1̂ |
.に
か
ん
す
る
部
分..
を
.、.マ
.ル
.ク
ス
主
義
の
定
礎
期
と
も. 

い
う
べ
き
一
八
四
五
年
か
ら
五
〇_

に
か
け
.て
詳
細
に
そ
し
て
忠
実
に
読
ん 

で
き
た
。
そ
し
て
そ
の
な
か
で
、彼
ら
を
と
り
囲
む
時
代
の
制
約
と
そ
の
公
式
主 

義
か
ら
く
る
い
く
つ
か
.の
蕋
本
的
な
矛
盾
を
彼
ら
が
お
か
ざ
る
を
え
な
か

っ.
た 

こ
と
_を
指
摘
し
た
。
ね
れ
わ
れ
は
こ
れ
を̂
礎
に
し
て
、
さ
ら
に
チ
ャ
ー
テ
ィ.. 

ズ
ム
か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナリ
ズ

ム

へ
の
マ
ル
>
ス
主
義
の
豸
^
の
過
程
に 

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
諸
矛
盾
が
ど
の
よ
う
に.克
服
さ
れ
て
ゆ
く
か
、
.
一
八
五
〇 

案
に
お
け
る
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
蓮
動
の
崩̂
か
ら
、
第
一
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ 

ナ
ル
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
を
ふ
く
む
国
際
的
な
労
働
運
動
か
ら
、
い
か
に
深
甚
な 

教
訓
を
あ
た
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
か
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
チ
ャ

I
テ
ィ 

ス
ト
左
翼
の
思
想
と
マ.ル
タ
ス
主
義
と
の
迤
論
的
オ■
、
労
働
組
合
蓮
動
と
.チ 

ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
対
立
、
ブ
ル
ジョ
ア
*
ラ
デ
ィ
カ
ル
と
チ
ャー
テ
ィ
ス
ト 

へ
の
思
想
的
浸
透
な
ど
を
中
心
に
し
てi

す
る
で
あ
ろ
う
。

(

1)

マ
ル
ク
ス
•
工
ン
ゲ
ル
ス
選
集.

(

犬
月
版〕

第
二
卷「

共
產
主
義
者
同

一

四

一

一

七

頁

。

エ
ン
ゲ

.
'ル':ス

「

共
産
主
義
者
同
盟
の
歷
史|_
.『

ケ
ル
ン
共 

産
党
裁
判
の#
露』

.
第
1
1ー：販(

：ー
 <

<

 
五
年)

：
序
文
。
'
。

(

？)

こ
の
点
に
つ
い
で
は
 Franz 

M
e
h
r
i
n
g

 ; Karl Marx, GescM- 

.

chte seines 

LelDeils, 1
9
3
3

.V
栗
原
佑
訳「

力
ー
ル
V
マ
ル
ク
スI

そ

の
生
涯
.の
歴
：史
丨」

第
一
巻
ニ
〇
ニ
頁
以
下
に
く
わ
し
い0

. 

?
v
.拙
稿「

十
：九
世
紀
於.半
に
お
け
.る
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
変
貌
と
労
働 

組
合
運
動
の
変
転
ハ
そ
の
ー
し
へI
労
働
組
合
運
動
に
お
け
る
日
和
見
主
義
の 

発
生」

(

三
田
学
会
雑
誌
第
五
一
巻
第
四
号
所
収

)

。

(

4
>
:
マ
ル
ク
ス
•
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
第
二
巻
、

マ
ル
ク
ス

「

保
護
貿
易
、
自 

由
貿
易
お
ょ」

び
労
働
者
階
級
に
つ
い
て
の
演
説

」
(

ノ
ー
ザ
ン
.
ス
タ
ー
，

一
八
四
七
牟
十
月
九
日
号
所
載

)

。

(

5)

.マ
ル
タ
ス
•
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
第
六
巻

「

議
会
政
治
と
国
家
財
政
.

」

.
四 

.ニ
ー
四
三
直
、「

ホ
イ
ツ
グ
内
閣
丨
十
時
間
労
働
日
の
問
題

」

C
6

)

同
上
！
！日
四
六
頁。
'

(

7 )

同
上
書
四
七
頁
。

.

.

C
8)

同
上
書「

イ
ギ
リ
ス
の
十
時
惯
労
働
法
案

」
(

工
ン
ゲ
ル
ス)

六
0
丨
六

一
頁
。

C
9

) 

■同
上
書
六
五
丄
ハ
六
頁
。

,

(

10)
同
上
書「

イ
ギ
リ
.ス
の
選
挙
丨
ト
ー
リ
ー
党
と
ホ
イ
ツ
グ
党

」

九
三
頁
。 

(

U)
選
集
第
六
卷
一
三
ー
ー
ー

.頁

「

新
反
対
党
創
立
の
く
わ
だ
て

」

。

(

12)

同
上
書r
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
丨
国
民
憲
章

」(

マ
ル
ク
ス)

ニ
三
五
頁
。

18)
j Ernest Jones, c

h

eo-rtist, 1952, 

p
p
.

舡 7148,
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業

宇
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変

動

の

分

析

I

勤

労

者

家

計
.の
労

働

供

給

構

造

の

解

明-

目

次

.

㈠
.
本
稿
.の
目
的
と
問
題
.の
所
在 

㈡
.
有
業
率
変
動
に
関
す
る
観
測
事
実

:

㈢
有
業
藥
と
.労
働
供
給
価
格
分
布
の
関
係.

.

.

㈣

資

料

の
.#
格
と
.家
計
特
性
に
ょ
る
層
別
，化

S
：:

訐
測
結
果
の
概
要
：

(

勤
労
者
家
計
、
成
年
人
員
三
人
世
帯

)

:

㈠

本
稿
の
目
的
と
問
題
の
所
在

(

注
1)

•.
.
. 

- 

.
 

- 

.
 

-

最
近
に
：お
け
る
わ
が
国
雇
墨
造.の
変
動
は
、

一
方
に
.お
い
て
若
年
労
働
力 

と
く
に
新
規
学
の
著
し
い
求
人
難
と
.い
ぅ
現
象
が
生
起
し
始
め
た
こ
と 

と
、
他
方
に
お
い
て
依
然.と
し
て
、
中
小
企
業
被
雇.用
者
、
日
傭
、
臨
時

H
、 

中
年
女
子
就
_

等
に
見
ら
れ
る
低
賃
金
労
働
者
群
の
多
数
が
存
在
す

る
.

と
ぃ 

ぅ
一
一
面
義
造
に
そ
の
特
徴
を
見
出
す
こ
：と
が
で
き
る
。
前
者
は
若
年
労
働
力 

層
に
対
す
る
労
働
市
場
の
：硬
化.(

需
要
超
過)

.と
い
う
戦
後
日
本
経
済
の
成
長

‘：

尾

.

.

.

.
崎

..

.
巖

度
の
経
済
成
長
に
伴
ぅ
労
働
需
要
の
拡
大
と
、
終
身
雇
用
制
度
が
も
た
ら
す
新 

規
労
働
力
へ
：の
需
要
の
集‘中
と
が
、
終
戦
時
の
出
生
率
の
低
下
に
ょ
る
こ
の
年 

齢
層
人
ロ
の
相
対
的
減
少
お
ょ
び
進
学
率
の
増
大
と
い
ぅ
供
給
側
の
条
件
と
相
，
 

俟
つ
て
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
か

Y

し
て
初
任
輪
は
大
幅
に.上
昇
し
、
ま
た 

中
小
企
業
と
く
に
サ

ー

ビ
ス
業
に
お
い
て
は
こ
の
年
齢
層
に.対
す
る
著
.し
い
求 

人
難
が
生
じ
た。

■'
:

.

.■さ
て
こ
れ
ら
.の
現
象
が
直
ち
に
わ
が
国
労
働
市
場
の
全
面
的
変
化
を
も
た
ら 

す
も
.の
.と
.は
云
い
.難
い
。
.し
か
し
、
こ
の
新
規
学
に
対
す
る
労
働
力
不
足 

と
、
初
任
給
お
ょ
び
若
年
層
賃
金
率
の
上
昇
が
<義
も
続
く
も
の
と
す
れ
ば
、 

遠
々
の
面
に
お
い
て
わ
が
国
就̂
^
造̂
の
変
.動
に
将
来
著
し
い
.影
響
を
与
え
る 

こ
.と
は
十
分
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
第
一
は
と
の
年
齢
層
^-
対
す
る
労
働
カ
不
足 

が
.も
た
ら
す
他
の
年
齢
層
べ
の
労
働
需
: ^

の
：拡
大
効
果
であ
り
、：
第
二
は
初
任 

給
上
昇
に
伴
ぅ
^
及
効
'果
と
し
て
賃
金
格
差
変
動
に
与
え
る
影
響
で
あ
り
、
第 

三
：は
こ
れ
：ま
で
わ
が
国
特
有
の
制
度
で
あ
っ
た
.年
功
序
列
型
賃
金
体
系
の
崩
壊

.
過
程
に
は
じ
め
て
現
れ
た
現
象
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
安
ぅ
ま
で
も
な
く
、

.急

速

.

傾
向
が
見
ら
れ
て.き
た
と
い
.ぅ
現
象
で
あ
る
。
上
記
三
つ
の
現
象
は
何
れ
も
が 

'有
業
す
変
斯
の
分
析
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三
.五

(

一.一
，
八
五
.
ソ

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

. 
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10280
10420
10740
10700
11110士

11290
11780
12290
12550
12920C+2640) 

(25.7%増)

6930
7200
7780
7890
8390 
8290 *
8550
8690
8760
8780C+1850) 

(26.7% 増）

8090
8390
8590
8810
8750..；
8900 *
9030
9340
9210
9B20C+1230) 

(15.2% 増）

4470
4750
5190
5410
5670
5600*
5700
5870
5890
5940C+1470) 

(叩，9%増)

1951
1952
1953
1954

1955

1956
1957
1958
1959

第二表〕

女

子

2 0 〜 39歳 4 0 〜 64歲 65歳以上1 4 〜 19歳

2570
2580
2770
2560
2720
2520(15-〜19歳)
2440 ( 〃 )
2390 ( 〃 )
2410 ( 〃 )
2340 ( 〃 )

2350
2330
2350
2290

[2360
[2150(15^
2100 (
2160 (
2180 (
2190 (

- 19 歳) 
" )
〃 )
" )
//

(f) 非農林業雇用者
(単位•千人）

男 子 女 子

1951 9600 3580
1952 9980 3770
1958 10380 3890
1954 10800 4100
1955 11070 4460
1956 11890 4900
1957 12760 5320
1958 13450 5840
1959 14110C+4510) 5964(+2384)

(47.0% ) ： 微 6%)

〔第一表〕 男女別年齢別就業者の推移
(単位. 千人）

970
1030
1130
1170
1300
1320
1340
1310
1350
1330

58(
59(
71(
76(

83(

78(
80(
78(
76(

の
労
働
力
化
の
増
大
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

第r

表
は
一
九
五
一
年
か
ら
ー
九
瓦
九
年
ま
で
の
わ
が
国
男 

女
別
年
齢
別
就
業
者
数
：の
推
移
で
あ
る
。

s

 

:
'
舆
女
と
も
：•一
®〜

一
九
歲a

九
五
五
年
以
降
は
一
五 

〜

一
九
歳)

は
こ
.の
間
絶
対
数
に.お
い
て
微
減
を
示
し
た
。

s
.

同
様
に
六
五
歳
以
上
は
男
女
子
共
に
労
働
市
場
か
ら
の 

リ
：タ
イ
ヤ
を
反
映
し
て
年
々
減
少
の
傾
向
を
示
し
た
。

'H
総
就
業
者
数
の
拡
大
は
、
ニ
〇

〜

ー
完
員
||
子
の
ニ
六 

四
万
人
増
.

(
I

九
五
一
年
に
比
し
、
ニ
，五•七
％
増)

、
四
〇〜

 

六
四
歲
男
子
の1

ニ
三
万
人
増
_

(

一
 
五
•

一
 
％
増)

、

ニ
〇〜

 

三
九
歲
の
女
子
の
一
八
五
万
人
増

(

ニ
六
.
七
％
増
}
、

四
〇

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
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u
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5
 

5
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5
 

5
 

5
 

5
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9
 

9
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男

子

有

業

率

変

動

の

分

析
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11

一
七
：0;

一：八
七

)

独
立
に
存
在
し
、
ま
た
変
化
し
う
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。

大
ま
，が

に

希

？
て
年
々
の
，賃
金
、を
変
動
せ
し
め
る
要
因
は
次
の

.よ
う
な
層
に
，.
 

よ
つ
.て
影
#
を
う
け
る̂

考
え
ら
れ.る
。
....

 

:.
••
ぃ
.

:ハ
i

変

動

の

中

核

を

な

す

第

一

：
の

部

分

は

い

i
ま
で
も
な
く
成
年
男
子
労
働 

力

：
で
一
あ
る
。
一
過
剩
人
ロ
：
の

男

に

.よ
る

低

賃

金

の

発

生

：は

、
，
主

ー

と

し
て
大
企
業

-:

.

群
に
：よ
る
終
身
勝
用
制
度
と
年
功
序
列
型
賃
金
体
系
を
維
持
：し
ズ
き

.た
。
こ
れ 

ら
、の
層
は
、''
'
'
-
た
と
え
{
1
1な
馨
雇
用
で
な
く
て
も
相
当
長
期
間.に
わ
た
.つ
て
_ 

各
企
業
に
固
矩
化
さ
れ
、
年
々
の
労
働
移
動
ば
比
較
的
少
と
考
え
ら
れ
る

0
か
. 

く
し
て
そ
の
賃
金
変
卿
は
、
既
存
の.賃
金
体
系
を
前
提AJ

し
て
、
.各
産
篆
企
寒 

海
の
労
働
組
合
の
紐
織
の
，あ
ヴ
方
と
、
；
そ
の
組
織
力
.に
載
：
づ

く

団

体

交

渉

下

の 

賃
金
決
定
に
大
きv

依
存
す
る
。
あ
る
大
企
業
群
に
お
い
て
確
立
^
た
新
ら
し 

ぃ
赁
金
水
準
と
変
革
さ
れ
た
賃
金
体
聚
は
間
も
な
ズ
他
の
産
業
ま
た
ば
他
の
中 

小
企
業
群
の
賃
金
決
定
べ
波
及
す
る
。
労
働
組
合
の
組
織
の
あ
り
方

.や

.ま
た
あ
: 

る
時
点
.̂

お
け
る
賃
金
体
系
の
構
造
は
、
も
ち
ろ
ん
社
会
的
諸
条
件
の
推
移
に 

:

依
存
す
る
も
の
で
あ.る
が
、
大
き
ぐ
分
け
て
、
そ
の
交
渉
力
：は
、

S
そ
の
企
業 

’の
利
澗
総
額
の
変
化
、
的
そ
の
時
点
に
お
け
る
坐
計
費
め
変
化
、
H
後
述
.の
如 

く
労
働
市
場
の
：需
給
状
態
の
変
化
と
他
企
業
の
水
準
の
影
響
を
受
け
る
？
こ
れ

：，
 

ら
め
層
は
事
実
上
家̂|
の
纸
活
水
，準
を
規
定
す
る
担
い
手
で
あ
り
、
そ
.の
..賃
金
. 

水
^
は
他
の
家
■

成
員
の
有
秦
化
の
程
度
に
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

第
一1

の
層
は
：若
印
労
働
力
の
磨
で
あ
る。
.こ
の
.層
の
賃
金
決
定
は
、
経
済
成' 

.

.
長

に

伴

う

労

働

需

要

の

拡

大

と

新

規

学

の

大

き

さ

及

び

進

学

率

の

程

度

と
 

い
う
供
給
側
の
諸
条
件
と
に
よ
り
、
労
働
市
場
の
.需
給
関
係
の
上
に

定
ま
る
%

の
，で
あ
ら
て
、
個
別
企
業
.の
左
右
し
う
る
性
格
の
i

の
.で
：は
な
い0- 

V
:

若
年
男
子.の
場
合
：ば
、#
顏

計

の

経

済

中

心

者

と

し

何

れ

先

の

第

1: 

の
層
^
入
る
も
い
う
事
情
の
だ
め
.、
；
各
年
齢
に
お
け
る
就
学
か
就
業
か
：の

1

ー
 

'
に
お
い
で
常
に
生
涯
賃
金
を
念
頭
だ
ぉ
き
つ
つ
労
働
市
場
に
登
場
す
る
。
女
子 

.
に
お
い
で
も
こ
の
傾
向
が
増
大
し

^
つ
あ
る
こ
と
に
変
り
ば
な
い
が
^
男
子
に
，
 

比
.し
て
将
来
の
ラ
ィ
フ
サ
ィ
ク
.ル
.，

(

進
外
子|
卒
業
丨
就
業
丨
結
婚
丨
退
；職
丨
育 

児
等)

と
い
う
社
会
的
変
化
の
影
響
が
大

^
る
：た
め
、
へ
な
お
、
若
年
の
.頃
か
ら 

家
計
補
助
的
労
働
力
と
し
で
、
市
場
に
登
場
ず
る
場
合
が
多
い
。
何

れ

に

し

て

. 

も
男
女
子
と
も
若
年
層
の
進
学
率
は

.年

々
着
実
な
増
大
傾
向
を
示
し
て
い
る
。 

.加
え
て
、
.
先
に
の
ベ
た
労
働
需
要
暈
の
拡
大
は
と
の
層
に
対
す
る
労
働
力
の
不 

足
と
い
う
現
象
を'も
た
ら
し
、
労
働
市
場
に
お
け
る

.初
■

の
上
昇
と
な
つ
て 

.

.

.出
現
し
た
：
0;.
-
こ
の
初
_

の
上
昇
ば
、
：
直
ち
に
個
別
金
業
内
の
賃
金
体
系
特
に 

年
功
序
列
型
の
賃
金
体
系
：に
変
動
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
.何
故
な
ら
ば
相
対
的 

に
供
給
過
剰
の_

に
”お
け
る
初
任
給
の
低
水
準
そ
：の
も
の
が
、
年
功
序
列
型 

体
系
を
、

「

長
期
に
苴
つ
て
確
立
支
持
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
？
加
え
て
戦
後
十 

数
年
を
経
た
昨
今
で.は
、
，：労
務
者
の
年
齢
構
成
に
お
い
て
、
，
四
〇
歲
以
上
の
雇 

用
者
の
比
率
が
高
く
な
：り
、
終
身
雇
用
制
度
と
年
功
序
列
型
賃
金
体
系
が
人
件 

.費

節

約

の

最

良

の

手

段

た
.0
得
な
く
な
つ
：
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
事
情
と
相
俟
つ 

て
、
初
^

^
の
変
動
は
、
へ
長
期
的
に
全
般
的
な
賃
金
水
準
お
：ょ
び
賃
金
構
造
に 

,
大
き
X
影
響
を
与
え
て
行
く
も
の
と
推
論
さ
れ
る
。

第
三
の
層
は
、
中
年
女
子
の
層
で
あ
る
。
後
述
す
る
如
く
、
わ
が
国
最
近
十 

年
間
の
§

働
力
率
を
変
動
せ
し
め
た
主
な
層
は
、
市
部
に
お
け
る
中
年
女
子
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六
四
歳
の
一
四
七
万
人
の
増

(

三
ニ 

.

.
九
％
増)

に
大
き
く
依
存
し
て
い 

る
。
特
に
中
年
女
子
の
就
業
化
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
る
。

第
二
表S

は
こ
れ
ら
労
働
：

R

の
就
業
化
が
、':
非
農
秫
業
雇
用
者
に
お
い
て
著 

し
い
増
加
を
見
せ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
非
農
^

*

M用
者
に
お
け
る
女
子 

の
増
加
は
、
恐
ら
く
三

0

歲

盡

女

子

に

多

：
い

と
推
11
さ
れ
る
が
、

四
千
人
、
実
に
一
九
五

1

年
ぬ
比
し
て
そ
の
六
六
，
六
％
の
増
加
を
見
た
ァ 

第
二
表
的
は
非
農
林
女
子
就
業
者
の
増
加
を
年
齢
階
層
別
に
ー
九
五
〇

〜

-*

.

九
五
五
f

比
で
見
た
も
ので
あ
る
。
第
二
次
産
業
五
四
万
七
千
人
の
増
加
の
ぃ 

.

う
ち
ク
約
5
一
万
が
年
齢1

一
五
L
五

九

歳

、

第
一
一
一
次
産
業
一
四
五
万
.の

増

の

う 

ち
約
一
〇
〇
万
が
こ
の
年
齢
層
で
占
め
ら
れ
て
.い
石
。
そ
の
増
加
率
も
他
に
比 

ベ
て
相
対
的
に
高
位
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
自
営
業
主
家
族
従
證
の
'増
も
含
ん 

’
で
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
峩
、
第
一
一
表
と
共
に
こ
の
層
の
雇
用
労
働
力
化 

が
着
実
に
増
大
し
て.い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う。

\ 

_ 

:

1:

般
に
社
会
的
賃
金
水
準
の
上
昇
は
、
こ
：の
麿
の
労
働
力
化
に
正
負
両
面
の 

効
果
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
後
の 

計
測
結
果
で
明
ら
が
に
な
る
よ
う
に
、
.先
の
第
一
の
成
年
男
子
層
す
な
わ
ち
家 

計
の
主
な
経
済
中
心
者

(

世
滞
主)

の
収
入
率
が
上
昇
す
る
と.き
、
中
年
女
子 

.

(

特
に
妻)

め
労
働
力
化
は
減
退
す
る
。C
の
意
味
に
お
い
て
中
年
女
子
労
働. 

力
層
は
現
在
の
わ
が
国
で
は
明
確
に
家
計i

的
労
働
者
と
し
て
の
性
格
を
帯 

:び
、
:低
賃
金
多
就
業
の
実
態
の
莲
盤
を
形
成
し
て
い
る
。
こ

れ

は

の

員
 ̂

水
準
が
こ
の
.層
の
労
睡
カ
化
に
与
え
る
負
の
効
果
の
雨
で
あ
る
。
他
方
こ
れ
ら 

.

の
層
に
対
す
る
何
等
か.の
形
の
就
業
機
会
が
年
々
：着
実
に
増
大
し
て
名
た
こ
と

有
業
率
変
動
の
分
析.

■ 

f

.

.

.i.

.

.

. 

■ 

•
- 

.

.

.

.

も
事
実
で
あ
る
。
就
業
機
会
の
.増
大
はこ
れ
ら
の
層
に
対
す
る
需
要
賃
金
率
の 

水
準
を
高
め
る
で
あ
ろ
う
。
彼
等
自
身
に
呈
示
さ
れ
る
収
入
率
の
増
大
は
、
そ 

の
労
働
力
化
を
促
進
す
る
。
い
わ
ゆ
る
社
会
の
賃
金
水
準
が
、
こ
の
層
の
労
働 

力
化
に
正
.の
効
果
を
^

る̂
こ
.と
が
^

^
れ̂
る
。

：

,

数
字
の
上
で
は
わ
が
国
と
同
様
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
中
年
女
子
の
労
働
力
化 

も
ー
''
:
.九五
〇
年
以
後
急
激
に
上
昇
し
た
。
け
れ
ど
も
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、

.
1

つ
に
は
雇
用
市
場
に
お
け
る
中
年
女
子
労
働
需
要
構
造
の
変
化
、
一
一
つ
に
は 

主
婦
の
家
事
労
働
か
ら
：の
解
放
、
：お
ょ
び
就
業
に
対
す
る
旧
観
念
の
変
化
と
い 

■う
一

一

点

を

新

ら

し

い

現

象

と

し

て

強

調

I
、
雇
用
市
場
に
お
け
る
新
鍵
源
の 

開
拓
す
な
.わ
ちworking.

J3
.
v
e
s
固
有
の
問
題
と
し
て
登
場
し
た
。
こ
の 

事
は
上
記
.一.一
.つ
の
効
果
の
う
ち
、.：
第
一
一©就
業
機
会
の
：拡
大
に
伴
う
こ
の
層
の 

労
働
力
化
増
太
と.い
う
現
象
が
強
く
出
現
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
わ
が 

国
の
場
合
に
は
む
し
ろ
依
然
と
し
て
、
家
計
補
助
的
労
働
と
し
て
の
有
業
率
化 

が
高
水
準
に
固
定
化
し
、

そ
の
付
加
部
分
と
し
：て
市
部
に
お
け
る
就
業
機
会 

が
、
年
々
..着
実
に
拡
大
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
新
規
労
働
力
に
対
す 

る
労
働
力
不
足
が
、
そ
の#

^
を
急
騰
せ
し
め
る
な
ら
ば
、
：低
廉
労
働
力
の 

供
給
源
と
し
て
将
来こ
，机
ら
中
年
女
于
労
働
力
べ
の
：需
要
は
当
然
増
大
し
て
行 

く
.で
あ
.ろ
.う
。
：'そ
の
場
合
ど
れ
だ
け
の
賃
金
率
の
水
準
に
対
し
、
.こ
■の
層
の
ど 

れ
だ
け
の
供
給
'*
が
市
場
に
登
場
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
を
計
測
す
る
こ 

と
は
重
要
な
匕
ぶ->
悤

ゎ

れ

る

。
::
;'

:

;

ハ 

以
上
賃
金
変
動
に
対
す
る
支
配
的
な
三
つ
の
労
働
力
層
を
概
観
し
た
。
こ
の

稿
で
は
、
こ
れ
ら
ー
の
層
の
有
業
_

動
に
対
す
る
計
量
経
済
学
的
接
近
が
試
み

三

九0

一
八
九)

.

.

.



〔第一図〕 家計調査特別集訐有業率_ 線

(勤労者世帯全部）全都市家計調査資料

10,000 20,000 30,000 40,000 50,000
- . . ：

〔第 三 表 〕

世带主の勤め先から収入階級別勤労者世帯（S e p t .1954)

⑴

世帯敎

. . .n

家 訐  
人' 员 
N + 1

⑶
有 業  
人 員  

# + 1

⑷
非有業 
人 員  

A

(5)
世 帯 主  
賃 金  

I

(6)
非世帯主 
賃 金 

W

(7)
有業率
パ+ 1
N + 1

⑴ 99 4.63 1,69 2.94 707 5,995f7 0.36

(2) 127 4.47 1.91 2.56 5,965 5,471.4 0.43
(3) 265 4.48 ■1.58 2.90 9,838 6,320.7 0.35

⑷ 446 4.54 1.55 2.99 14,011 5,556.4. 0.34
(5) 358 4.73 1.41 3.32 17,968 6f290.2 0.30

(6) 353 4.81 1.38 3.43 21,758 7,007,9 0.29
(7) 235 5.00 1.37 3.63 25,758 5,524.3 0.27
(8) 159 5.16 1.34 3.82 29,953 7,258.8 0.26

⑶ 116 5.22 1.44 3,78 33,789 8,111.4 0.27

(10) : 68 5.26 1.84 3.92 37,951 9,732.4 0.25

(11) 43 5.30 1,35 3,95 41,333 8,662.9 0.25

(12) 80 5.27 1.30 3.97 45,725 .8,970.0 0.24

03). 25 5.52 1.28 4.24 50,093 13,689.3 0.23

は
逆
に
、
有
業
率
は
年
々
！
？
大
し

(

第
二
図
、 

対
し
て
も
順
相
関
を
示
す
変
勁
を
な
し
た

」

.(4
-
.
.
般
世
帯
.へ
自
常
業
主
家
計

)

を
#
む
全
世
帶
で
は
世̂

、
ェ

収

入

^

が

四
ニ
：'(

ニ
九
ニ
.

)

，
誦
変
動
を
見
た
も
の
で
あ
る
。

H「

こ
.
'の
期
^
、

次

頁

第

三

.図

に

示

さ

れ

る

ご

と

く

勤

労

者

世

帯

世

帯

主

の 

実

質

収

入

率

は

増

大

し

た

。
，
し

か

る

に

観

測

事

実

(

I)

か
ら
推
論
さ
れ
る
の
と

有
業
率
変
動
の
分
析'
'

||

1
1

ら
れ
る
0
:そ
の
：第
.；

1

は
、
中
年
女
子
有
業
率
の
変
動
で4
る
ゃ
：：
こ.れ
：を
家
|1
-
-
0 

.^
世

帯

主

構

成

負

：
の

動

き

+(

非
核
有
業
率)

0;
中

，に

含

め.て考
察
じ
'た
。
け

だ
. 

“
し
家
計
非
^

^
率
の
主
た
る
性
格
は
家i

助
的
労
働
.と
考

え

：ら

れ

る

が

ち 

で
あ
る
々
そ
の
第
一

T は
！}^-

層

有

業

率

の

：
変

動

.で
あ

る

？

 AJ

の
：曝

合

、
男

子

と

. 

女
子
'の
筆
層
有
霸
め
差
異
に
着
目
し
た
。
と
の
若^-
層
有
肇
の
変
動
要： 

因
を
分
析
ず
る
ご
と
は
、
労
働
市
場
に.おI

け
る
擊
罾
の
賃
金
決
矩
機
構
に
際

：

し
労
働
供
給
側
の
構
造
を
明
ら
，か
：に
す
る
こ
と
を

|

業
し
て
い
る
0

- 

. 

.

.

.

.

.

■■
:
:
.

.

(

注
1)

こ
の
槁
.の
計
測
結
果
は
一
九
六
〇
年
度
計
量
経
済
学
会
で

報
告
さ
れ

. 

た
。
そ
の
際
、
，
企
圆/r
研
.究
，所
：
佐

倉

致

氏

ょ

り

有
益
な
助
言
を
多
ベ
頂
ぃ 

た
。
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
す
る'0
:
,

観
測
事
実(

I)

-
—

^

計

単

位

の
'ク
：
.
ロ
ス

 

'セ
-
ク

ショ
ン
デー

タ 

.
第

一

図

は

勤

労

者

家

計

だ

け

に

つ

.

.
い

て

昭

和

ニ

十

九

年

か

ら

昭

和

三

十

ニ

年 

の
各
ハ
ヰ
に
お
け
る
九
月
分
の
家
計調
査
特
別
再
集
計
資
料
か
ら
、横
軸
に
世
帯 

主
取
入
I
を
.と
り
、縦
軸
に
家
計
構
成
員
の
有
業
率
パ
を
と

っ
て
、そ
の
変
動
を 

見
た
も
の
.で
あ
る(

世
帯
主
は
必
ず
有
業
し
て
い
る

)

。
こ
の
曲
線
を
有
業
率
曲 

線
と
ょ
ぽ
ぅ
。
こ
の
図
か
ら
次
の
一
一
つ
の
事
実
を
推
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

W「

家
計
単
位
で
見
ると
、
家

計

構

成

員

の

有

業

率

は

、
.世

帯

主

収
入
水

準 

に

大

き

く-1
-
-乂
配

さ

れ

る

。

世

帶

主

取

入

が

減

少

す

る

ほ

ど

非

世

帯

主

有

_

は 

增

大

す

る

」

.
四
〇
• (

ニ
九
〇
>

.

マ
.い
ま
こ
の
各
年
の
ゝ
ク
ロ
ス
セ
クシ
ョ
シ
デ
I

タ

に

見

ら

れ

る

有

！
！̂

動

を 

家
討
単
位
の
労
働
供
給
量
：の
指
標
と
み
な
す
こ
'と
が
で
#-
れ
ば
，(

こ
の
点
'に
つ 

:

い
て
；垂
ー
.節
で
詳
述
：す
る

)

、
：：：3
の
結
果
は
、
：労
働
篇
の
主
体
が
家
計
で
あ 

る
：こ
と
、：
家
計
咚
は
必
ず
有
業
し
て
い
る
経
済
的
中
心
者
す
な
わ
ち
世
帯
主
が 

，
存

在

し

ノ

そ

の

世

帯

主

収

入

は

家

計

.の
：
生

活

水

準

；
の
：高

低

を

支

配

す

る

と

と

、 

非
世
帶
主
構
成
員
の
：労
働
供
給
は
世
帯
主
収
入
の
水
權
に
依
存
し
、
そ
の
影
—
 

は
負
の
方
向
で
^
る
こ
と
の
三
^
を
示
し
て
い
る
こ
と.に
な
るp 

い

ぅ

ま

で

も

な

く

象

計

構

成

員

の

有

#

は
、

単
に
世
帯
主
収
入i
の 

み
な
ら
ず
、
需
要.惻
の
要
因
：た
る
就
業
機
会
の
増
減
やこ
の
構
成
員
に
呈
示
さ 

れ
た
収
入
率
W
:の
.高
低

そ

の

他

家

計

の

資

産

状

態

等

多

く

.
の

要

因

に

影

響

さ 

れ
る
の
で
あ
ろ
ぅ
が、
' 

:
そ
.れ
等
の
諸
要
因
の
影
響
以
上
に
世
帯
主
収
入1
の 

影

響

が

支

配

的

で

あ

る

こ

と

を

ー

於

し

て

い

る

。

こ

の

こ

と

は

次

式

で

ー

ポ

さ

れ

I

さ
て
、
第
一S

で
有
業
率
は
各
年
と
も
き
わ
め
て
類
似
し
た
形
で
か
つ 

年
毎
に
.シ.フ
ト
し
て
い
る
。

的

「

年
々
の有

！！}
^

の
変
動
は
、
各
家
計
の
世
帯
主
収
入
以
外
に
何
等 

か
の
他
の
.要
因
が
安
酿
的
に
影
響
して
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る0」

こ
れ
ら
は
有
業
_

動
の
動
学
的
要
因
を
形
成
する
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

観
測
事
実(
I)——

平
均
家
計
有
i

.の

時

系

列

変

動

第
二
因
は
同
じ
く
家
計調
査
資
料
か
ら
、
昭
和
二
十
五
年

—

昭
和
三
十
四 

年
の
期
間
に
つ
い
て
、is
^
者
世
帯
お
よ
び
一
般
世
帯
平
均
家
計
の
有f

の

㈡

有
.業

率

変

動

.に

関

す

る

観

测

事

実
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〔第四図〕 女子年齢別分働力率曲線（1955)

観

測

事

実

(

I)——

女

子

年

i

有
業
率
の
変
動
ハ
ク
ロ
ス

セ
ク
シ
ヨ
ン)

，第
四
図
は
昭
和
三
十
年
に
お 

:け
る
国
勢
調
査
ょ
り
都
府
県
別 

の
女
子
年
齢
別
就
業
率
の
変
動 

■の
：一
例
を
図
示
し
た
も
の
で
あ 

る
0CH

T
各
年
齢
を
固
定
す
る
と 

地
域
間
に
か
な
り
の
変
動
が
見 

ら
れ
る
。
各
年
齢
共
に
工
業
県 

は
農
業
県
ょ
り
一
般
に
そ
の
水 

準
は
低
い
。

」

的

「

各
地
域
を
固
定
す
る
と 

、ど
の
地
域
も
年
齢
間
に
一
定
の 

変
動
様
相
を
示
す」

。
す
な
わ
ち 

女
子
年
齢
別
就
業
率
は
、
明
瞭 

.な
：；̂
字
型
を
示
し
、
ニ
〇

〜

ニ 

.四
歳
が
第
一
の
ピI
ク
、
次
の 

最
低
層
は
三
〇〜

三
四
歳
、
第 

ニ
の
ピ
ー
ク
は
、
四
〇〜

四
四

4
 

7
 

3
 

1

2
 

1

年

80
.

70: 

;

60
,

50
40
30
20
10

有
業
率
変
動
の
分
析

歳
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

.四

三0

一
九
三)

o.
. 

. 

. 

o 

o
0.
ノ0.
'

資
料
で
と
れ
な
い
が
、
そ
の
時
系
列
変
動
は
勤
労
者
世
帯
と
ほ
ぼ
同
じ
く
着
実 

に
^K

し
た」

S
.
「

勤
労
者
世
帯
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
二
図
、
第
三
図
と
も
に
*

足
都
と 

全
都
市
.の
有
業
塞
動
の
様
批.が
異
る
。
東
京
都
に
つ
い
て
は
、
昭8
ー
ー
ナ¥
. 

に
一
時
的
に
減
^
し
、全
都
市
に
つ
い
て
：は
昭®
'一一
十
—*
一
年
に
^

を̂
示
し
■たo 

ま
た
同
一
世
帶
、

Hi

実
収
入
家
計
に
対
し
、
東
京
都
ょ
り
全
都
市
の
方
が
有
業
率 

水
準
が
高
く
、.か
つ
そ
の
成
長
速
度
が
早
い
。

•」

.
H「

以
上
の
こ
と
か
ら
、
有
業
率
の
時
勇
変
動
に
対
し
て
ば
、
(a
)
世
帯
主 

の
収
入
以
外
に
他
の
要
因
が
強
く
働
ぃ
て
ぃ
る
こ
と
、
(b
)
時

系

列

の

動

き

か

.
ら

四
.
.
ニ

 

(

ニ 
九

ニ)

そ
れ
ら
の
：支
配
的
な
要
因
は
景
気
循
環
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
、

(0
)
東
京 

都
と
金
都
市
の
地
域
的
な
変
動
の
差
異
は
、
そ
れ
ら
の
要
因
が
.需
要
側
の
条
件
. 

で
あ
を
就
業
機
会
の
構
造
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
、
叫
こ
れ
ら
の
推
論
は
、
勤 

労

者

世

帶

の

み

な

ら

ず

一

般

世

帯

の

有

業

_

動

に

つ

い

て

も

同

様

亿

去

ぇ

る 

こ
と
、
等
が
推
論
さ
れ
る
。

」
：



が
つ
T
業

県(

都
会
県)

，
ほ
ど
_
:頁
字
型
は
明
瞭
.に
.表
わ

れ

、

か
つ
第
一

r

の
。ヒ
丨 

ク
は
第
一
の
ピ
ー
ク
に
比
べ
て
低
い
。
農
業
県
で
は
全
般
的
に
高
水
準
の
為

^

I-
字
型
が
や
や
崩
れ
、
ま
た
第T
c>
ピ
ー
ク
と
第
-
の
.ピ
.
Iク
は
.司
ブ
水
舉
の
高
. 

さ
を
保
持
し
て
い
る

」
。

..
-'
.
:
.
;
へ

，
へ

,

こ
の
変
動
は
観
侧
事
実

(
I)(

I〕

と

異

り

、

家

計

単

位

.の

有

業

率

で

は

な

く 

て
、
い
わ
ゆ
る
集
計
量
と'し
て
の
個
人
の
年
齢
別
グ
ル
ー
。フ
の
就
業
率
を
見
た 

も
の
で
あ
る
0
個
人
；属
性
と
し
て

の
年
齢
特
性
は
、
明
ら
か
に
就
業
率
に
規
則
的 

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
農
業
県
で
は
家
族
従
業
者
と
し
て
農
家
の
自
家
労
働 

力
化
が
各
年
齢
層
共
に
慢
性
化
し
て
い
る
が
、都
市
で
は
い
.わ
ゆ
る
、女
子
の
生 

涯
に
お
け
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク.ル(

就
学—

卒
業
丨
就
.業
.ま
た
は
家
事
労
働I
結 

婚
丨
出
産
育
兜—

子
供
の
成
長
に
伴
ぅ
家
事
労
働か
ら

の

解
放)

と

い

ぅ

社
会 

的
変
化
が
、
各
年
齢
階
層
海
の
有
業
率
に
影
響
を
与
え
：て
い
る
こ
と
を

示
し
て

い
る
。
こ
の
よ
ぅ
に
ク-ロ
'ス
.セ
ク
シ
ョ
ン
で
み
る
と
年
齢
特
性
は
重
要
な
要
因

で
あ
る
が
、
前
節
の
第
一
表
、
第
二
表s
、
(p
)
に
示
さ
れ
た
如
く
、
各
年
齢
毎 

に
そ
れ
ら
は
時
間
的
に
変
動
す
る
。
こ
.の
年
齢
別
就
業
率
の
時
間
的
変
動
を
も 

た
ら
す
諸
要
因
の.分
析
は
本
稿
の
目
的
の

一.

つ
で
あ
る
。

以
上
観
測
事
実(

I)

、
C
I

)

、
C
I

)

は
、

一
見
相
矛
盾
し
た
現
象
を与
え
る
。

前
一
一
者
は
家
計
単
位
に
見
た
微
視
的
有
筆
の
変
動
で
、
そ
れ
は
世
帯
主
取
入 

及
び
家
1-
|
特
性
の
諸
影
響
を
受
け
る
。
さ
ら
に
世
帯
主
収
入
の
：影
響
は

(

I)

の 

ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
有
業
率
に
対
し
逆
の
方
向
を
も
ち
世
帯
主
収
入
の 

増
は
有
業
率
の
減
少
を
も
た
ら
す
が
、
逆
にf)

の
時
系
列
で
は
正
の
方
向
を. 

も
つ
て
い
る
。
観
測
事
実

(

I)

は
、：

臣
視
的
変
動
S
人
単
位
の
.集
計
量
の

.

四
西
，

(

ニ
九
四)

.変
動)

''
：
'
で
、
む
丄
ろ
個
人
の
属
性
と
し
て
の
年
齢
の
.影
響
を
強
く
受
け
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
ど
の
よ
ぅ
に
整
合
的.に
解
釈
‘さ
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
か0

.

.

.

-

丨

.

.■
- 

‘ :

.

,

.

.㈢

.
有
業
率
と
.労
働
の
供
給
価
格
分
布
の
関
係
'

, 

• 

-
' 

• 

. 

- 

.

(i
有
業
率
の
定
義 

有

業

率

を

次

の

，よ

ぅ

に

定

義

す

る

。

 

：;
_

「

あ
る
特
定
の
期
間
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
#
ほ
を
等
し
く
す
る
労
動
供 

t
王
体
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
総
人
員
に
対
す
る
有
業
し
て
い
る
者
の
総
和 

の
比
：率
を
も
っ
て
有
業率
と
定
義
す
る
'。

」

.

か
く
し
て
特
性
の
選
び
方
に
よ
っ
て
各
種
の
有
業
率
を
定
義
す
る

こ
と
が
で 

き
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
観
測
事
実
が
ら
有
業
率
の
変
動
を
規
制
す
る
主
た
る
諸 

特
性
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
第
一
は
個
人
の
.属
性
で
あ
.っ
て
、
性
、 

年
齢
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
家
計
の
特
性
で
あ
る
。
-両
者
を
同
晚
に
考
慮
す

る 

た
め
に
は
家
計
単
位
の
有
業
率
を
考
え
、
か
つ
家
計
構
成
員
の
年
齢
構
成
を
コ 

ン
ト
ロ ~

ル
す
れ
ば
よ
い
。
 

.

(i
i

労
働
§

量
の
指
標
と
し
て
の
有
業
率
の
意
味 

将
来
人
口
.に
労
働
力
率
を
乗
ず
る.こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
労
働
供
餘
量
を
推 

定
す
る
と
い
ぅ
方
法
が
採
用
さ
れ
て
よ
り
、
労
働
力
率
あ
る
い
は
有
業
率
は
一 

般
に
労
働
供
給
量
の
指
標
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
け
れ
ど
も
有
！
^
は
、そ
の
ま 

ま
労
働
供
給
量
の
指
標
と
は
な
り
得
な
い
。
需
要
と
^
^
の
バ
ラ
ン
ス
に
お
い 

て
定
ま
る
有
業
率
は明
ら
か
に
、
そ
の層
の
直
面
す
る
就
業
機
会
の
分
布
お
よ 

び
そ
の
大
き
さ
に
依
存
し
て
い
る
。
ど
のよ
う
な
条
件
の
下
で
初
め
て
有
業
率

は

量

の

指

標

た

り

ぅ

る

の

で

あ

る

か

。

最

初

に

労

働

^

^

主

体

の

行

動

模 

型
の
考
察
か
ら
こ
の
問
题
を
解
明
し
た
い0 

|

家
計
の
労
働
f

行
動
と
世
帯
構
成
員
の
有
業
化
の
条
件
：

労
働
^

|の
主
体
を
家
||
と
考
え
、\簡
単
化
の
た
め
一
一
人
世
帯
を
考
え
る
。 

家
計
は
、
世
帯
主
と
非
世
帶
主

(

た
と
え
ば
妻)

か
ら
構
成
さ
れ
：て
い
る
と
す 

る
。
こ
と
で
非
世
帶
主
の
労
働_

時
間
を
問
題
と
し
よ
ぅ
。
家
計
は
、
所
得 

と
余
暇(

時
間)

に
対
す
る
選
好
場
を
も.つ
。
そ
れ
を
次
式
で
示
す
。
世
帯
主 

は
一
定
時
間
有
業
し
て
い
る
も
の
と
す
る0

s

U
"
U
"
A
,

3 

こ
.こ
.に
兴
は
効
用
指
標
、
.
/I
は
非
世
帯
主
の
余
暇
時
間
、
g
は
家
計
総
所
得
で 

あ
'る
。(

.単
位
期
間
は
ニ
日
当
り
、

あ
る
い
は一

週
当
り
、

一
力
月
当
り
、
等 

と
考
.ぇ
て
.ょ
い
。

)

非
世
帯
主
：の
一'日
当
り
の
労
働
時
間
を
办
で
示
せ
ば
、

明 

.ら

か

、
に

⑶

式

が

成

立

つ

.
？

'
パ

. 

,

.

(3) 

>
+
\
H
C
0
n
s
t
c
=
2
4
^

21)

家
計
総
所
得
を
ヴ
、'世
帯
主
収
入
を
I
、
非
世
帯
主
に
呈
示
さ
れ
た
時
間
当 

り
賃
金
率
を
放
と
す
れ
ば
、

 

.

s

g
=
I
+
A
.
W

 

が
成
立
つ
0
⑶
を
用
い
⑷
を
変
形
し
て
、

,

s

“
+
2
4
w
=
r
7
+
/
l
w

 

I
、
W
、
を
与
ぇ
て
(5
)
を
制
約
条
件
に
(1
)
の
効
用
を
極
大
化
す
る
必
要
条
件 

は
次
式
で
あ
る-0
'd
u
'a
yu 

r

- I!

有
業
率
変
動
の
分
析

(6
)
式

は

，加

重

限

界

効

用

均

等

式

で

あ

る

。
：

⑶
、
⑷
V(6
)
Q式
か
ら
養
ん
次
の
労
働
遞
函
数
を
導
く
こ
と
が̂き
る
。 

3

A
=
、
C
W
;
I
>

 

:

さ
て
>
:こ
の
メ
ヵ
：ニ
：ズ
：ム
を0
ボ
し
た
の
が
第
五
因
で
あ
る
。'雜

に

.
所

得 

ヶ

、

縦

軸

に

余

暇

時

間

4
を
龙
れ
ば
、
縱
細
を
下
方
に
向
つ
て
測
る
と
義
時

： 

間
み
，を

目

盛

.る
こ
と
に
な
る
::
0
無
差
^0
«
:き

|

篆…
…

は
右
上
方
に
行
く 

ほ
ど
効
用
が
高
；̂水
準
に
あ
る
こ
：と
：を
浪
す
。
：
横
軸0.
0
を
世
|

収̂
入
1
、 

A
B線
を
こ)

の
家
1

成
員
ぬ
常
に
開
か
れ
た
就
業
機
会.と
.す
る
。
た
と
え
ば

四
五
' 

0ニ
九
芄)

!：



喜
業
主
家
計
の
構
成
員
な
ら
ば
、
，
'

f
T

て
の
雇
用
機
会
を
放
棄
し
た
と
し
て.
 

も
、.家
族
従
業
者
と
し
て
自
家
労
働
に
従
事
す
る
と
と
に
よ
.つ
て
5i
保
し
う
る 

取
入
率
は
こ
れ
に
当
る。

'

■い
；ま
あ
る
雇
用
機
会
が
彼
に
呈
示
さ
れ
た
と
し
、
そ
.の
労
働
時
間(

日
数
等) 

が
需
要
側
か
ら
指
定
さ
れ
た
と
考
え
よ
う
。
こ
の
供
給
主
体
を
あ
る
就
象
機
会 

に
誘
引
す
る
に
足
る
最
低
の
収
入
率
は
、

で
あ
っ
て
、
こ
の1
を
下
回
る
賃
金
率
で
は
、
彼
は
む
し
ろ
常
に
開
が
れ
'た
取 

入
機
会(

自
家
労
働)

.を
選
ぶ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
雇
用
機
会
に
就
業
す
る
か
否

• 

か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
；p
=
r̂'
=

oで
示
せ
ば
、

w
l{
v

w

a
\̂p
K

‘

H
l 

W

A

W

,

^
VP
K.w

=
0

で
あ
る
。

を
こ
の
供
給
主
体
の

(

最
低)

供
給
価
格
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

さ
て
こ
の
^

§
価
格
^
の
大
き
さ
は
湩
々
の
要
素
に
よ
つ
て
影
響
さ
れ
る
。 

そ
の
第一.

の
要
因
は
家
計
の
主
た
る
所
得
稼
得
者

(

世
帯
主)

の
収
入(

骇
収 

入
と
呼
ぶ)

で
あ
る
。
第
1
囟
で
横
軸
00
の
長
さ
は
、
核
取
入

(

1)

の
水
準
を 

示
す
。
核
収
入
が
さ
ら.に
大
き
：；
家
計
、
た
と..え
ば
因
の
00
.の
場
合
に
，は
、
彼 

に
常
に
開
か
れ
た
就
入
機
会
が
同
じp

w

y
t̂B
o
:で
あ
っ
て
も
、
無
差
別
面 

の
形
状
に
ょ
り
最
低_

価
格
1
は
先
の
爪
.と
：は
異
る
で
ぁ
ろ
ぅ0 

.

一
般
に
第
一
囟
の
よ
う
な
無
差
別
面
の
形
状
で
あ
れ
ば
、
核
収
入
が
大
き
く 

な
る
に
つ
れ
て
最
低̂

価̂
格
は
大
き
く
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。

四
丄c 

C

一一
 
九
六)

■も
ち

：
ろ

ん

，

(

2
.
;
1

)

.走

錢

計

的

ヒ.確
認

さ

る

べ

咅

関

係

で

あ

る

。

第
一
一
.
の
要 

因
は
' 、：：：. ：

そ：
の.

体の痛す

る
家
計
の
特
性
で
資
産
の有
無
お
よ
び
そ
の
保 

有
高
、
' 

:
世
帯
へ
王
.の
^if

 C

自
営
業
主
家
計か
勤
労
：者
家
計
.か
、：
ま
た
れ
カ
豸
^

家 

計
•か
.職
員
家
計
'か
等H

家
8

成
員
の
型
等
が
こ
れ
に
該
当
し
、：
第
三
の
要
因 

は
供
給
主
体
鼻
め
属
性
で

< 

性
、
年
齢
、.学
歴
、
技
能
の
有
無
等
が
考
え
ら-

れ
る
。

(2.2) 

W
a
=
/
C
I
； L, 

T, X, A, s
;

P

S

I: 〕

”：
谇

嚣

_
 

S

A

)

L

,.
諸

議

臀

翥

规

K

 
人

M

M

M蹄 

o
f霉

M 
f
f i

《

S

M
,
梁
^

^)

 ̂

V 0

0

3

0

T
”

领

謹

舜

X

 

:

#
§

f 
燁

A

 :

義

：.

S

 

商

.

:
ニ
0
”
ぺ

謹

■

a,
:

(i
v

W
を
等
し
く
す
る
^

グ̂
ルー

プ
の
有
業
率
の
意
味

(noa-stochastic 

iaael)
い
ま
か
り
に
I
、

'L
、
K
:
:
:
s
、
o
、
.没
等
す
.ベ
-て
の
特
性
を
等
し
く
す 

る
労
働
^
^
主
体
の

./
ル
ー
プ
：C
N入〕

を
考
え
.る
と
、
彼
等
は
す
べ
ヾ
て
同
一 

の
^

|
価
格
死
を
も
っ
て
ぃ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
见
を
上
ま
ゎ
る

«
金
率

W
の
就
業
機
会
の
数
れ.が
1
2
;
以
上
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
グ
ル
ー
プ
の
全
員
は 

就
業
し
、
ル
を
上
ま
わ
る
賃
金
率
の
就
業
機
会
が
—*
-，つ
も

呈

示

さ
れ
な
.け
れ 

ば
、
彼
等
は
T
Aも
就
業
し
な
い
。
ま
た
も
し̂
を
上
ま
わ
る
賃
金
率
评
を
も. 

っ
た
就
業
機
会
の
数
抑
が
ハ
供
給
グ
ル
ー
プ
の
大
ぎ
さ
攻
よ
り
小
な
ら
ば

、

N 

人
の
う
ち
企
業
側
が
選
択
し
た

g

人
が
就
業
す
る
こ
と
に
な
る。
.

.
'

. 

'
呈
示
さ
れ
た
収
入
率1
が
1
を
上
ま
わ
る
就
業
機
会
の
数
を％
と
す
る
と
、

(2.3)

t
=
—
^

—
=
1

 

.

.

…
，
N

(
2
.
4
)

さ
=
0羚
^
戍 

•

T
n
p

'*.
~

=

o3=
h

 2,.

-,

2

(2.5) 

S
A
y
_
.

r̂
s
Hf
o

^
vp
Hi

M
p
/
+
M
p
y

、
 

i
、=
l
,
2,.…

j n

V 

N

s

i
、、=
s
+
l
,
s
+
2
,

…
…

，
2
. 

.

.か
く
し
て
有
^

W

パ
の
意
味
は
、
労
働
の
供
耠
価
格1
を
上
ま
わ
る
就
業
機' 

会
の
数g

そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
，る
。

g

 

i

®
w 5
を
規
定
す
る
諸
要
因
の
う
ち
高
々
数®
で
し
か
、f

主
体
群 

を
特
性
化
で
き
な
い
場
合
の
有
業
率
の
意
味

一
-(Stochastic mpdel)

い

ま

一

例

と

し

て

：
、

性

g
、

年
齢
吟
核
収
入
⑴
、
家
計
の
型3
、
世
帯
主 

の
職
業S

の
五
箇
の
特
性
を
等
し
く
す
る
よ
う
な
篇
主
体
の
ダ
ル
ー
プ
を
考 

え
よ
う
0

,

流
動
資
産
L
、
■■
■固
定
資
産
K
、
未
成
年
者
の
数
叉
、
学
歴0
そ
の
他
の
す
べ
，
.

 

て
の
諸
特
性
0
等
の
相
異
に
よ
り
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
i

主
体
の
供

■有
業
率
変
動
の
分
析
_

給
価
格
^
は
各
々
員
っ
，た
修
を
も
ち
、
こ
れ
ら
は
一
定
め
頻
度
分
布
を
構
成
す

る
。
:

■

'

•

'

(2. 6) 

W
,
"
/
(
L
,

 K
, X, C, 6; S, A, I

,
03
, T)

"fs.A.I.a.T(rK, X
,

P
3
.

.と
な
る
？
こ
こ.にとは、
特性
？

…

卜
に
よ
っ
.て
定
ま
る
函
数
で
あ 

る
■こ
と
を
示
す
。
；

か
く
し
て
1,
、
瓦
、
叉
、
わ
お
よ
び
そ
の
他
の
す
べ
て
の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
含 

む
^
を
.コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
と
き
、
.
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
主
体
の
供

給
麵
格
1
は
ー
定
の
確
雰
布
を
作
る
。

(2.7).'
/
S
.
A
.
?
T
(
w

:.a
x

rv
rY
n

aH:
^
掛
a
# 商
fPT 

•第
六
図
に
こ
、のグ
ル
ー

プ

の

供

給

！

^

の

分

布

f
s
.
A
.
I
.
S
.
T

の
形
状
を
画 

'く
0 (

曲
線A

E
W

平
均
供
給
価
格
’
フ
。
こ
の
曲
線
の
総
面
積
は
旲
人
ソ
で
あ 

る
。
も
は
や
あ
る
一つ
の
#

71
>さ
れ
た
員
^
率
冒
の
就
業
機
会
に
対
し
、
応
募 

す
る
も
の
も
あ
れ
ば
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
：の
供
給
主
体
群
に
曲
線

0
0

 ̂

s

Dで
示
さ
れ
た
就
業
機
会
の
蒙
度
§

が
需
要
側
か
ら
呈
示
”さ
れ
た
も
の
と 

.し
よ
う
。
い
ま
も
し
供
給
価
格
の
高
い
も
の
か
ら
順
次
高
い
収
入
率
の
就
業
機 

会
に
.つ
.く(

例
え
ば
大
企
業
ほ
ど
富
農
層
か
ら
雇
用
す
る
と
い
う
よ
う
な
場
合

) 

と
仮
定
す
れ
ば
、：.両
分
布
曲
線
の
共
通
部
分<
1
0
0
の
面
積
元
人
が
就
業
す
る 

で
あ
ろ
う
0
こ
の
グ
ル
；丨
プ
に
対
し
、，

•
一，

宠
の
就
業
機
会
分
布
が
与
え
ら
れ
る 

と
r
そ
の
と
：き
実
現
す
る
最
大
の
有
業
者
数
が
こ
の
-
Sで
あ
る
。
就
業
機
会
分 

布

曲

線

の

上

で

：は

、
' こ
の
|れ
は
面
積
?
^
3
?
0
に
な
る
'。.但
し
こ
の
場
合
、
A 

F
p(
©
面
積
は
^

0
の̂
面
積
に
等
し
^

そ
の
と
き
最
大
の
有！
^
 

-
パ
は
、

.
四

七0

一
九
七)



:

丨
.
：
'

f

'

'

,

5;

で
定
義
さ
れ
る
。

.:

逆

に

供

給®

^

0低
ぃ

も

の

：
か

ら

順

次

高

就

業

機

会
が
充
た
さ
れ
て
：行
く
場

合
(

た
と
え
ば
大
企
業
ほ

ど
貧
農
層
か
ら
雇
用
し
て

'̂

く
と
.い
う
よ
.う
.
.な
場

.

合)

に
は
図
の
面
積
s 

T

D
が
そ
の
時
の
最
小
の
有

|
^
}
^
数

を

与

え

、最
小 

の
有
業
率
バ
ー
は

で
与
え
ら
れ
る
？
但
し
、
図
でS

^

T

.
の
位
置
は
^
^
価
格
分
布
の
低
い
方 

か
ら
の
面
積
A
R
Tが
、
丁
度
就
業
機
会
分
布.の
高
い
方
か
ら
の
面
積T

Dに 

等
し
く
か
つ
丑
士
と
日
屮
が

j

直
線
と
^
る
よ
う
な
位
置
で
定
ま
る
。

現

実

の

有

證

数S

は

允
と

れ

一

の

間

に

あ

り

、
そ

'の

時

の

乾

業

率

は

-

の
間
に
成
立
す
る
。■も
し
す
ベ
て
の
就
業
機
会
が
各
供
給
主
体
に
均
等
に
与
、え
：
 

ら
れ
る
な
ら
ば
、.

分
布
の
形
状
と
、
就
業
機
会
分
布
の
形
状
は
有
業

■
'
四

八

-

(

ニ
九
.八)

:

率
べ
の
分
布
を
定
め
，
有
議
パ
の
期
待
値E

e)

を
確
率
的
に
与
え
るで
あ

ろ
う 
0
. 

:

:
.■

•以
下
の
説
叨
で
は
簡
単
化
の
•た
め
に
実
現
し
た
パ
を
有
|

^
の
.上
限
界
-パ
で
：
 

も
っ
て
代
置
ず
る0-;
こ
の
と
と
：は
導
か
れ
た
藤
の
一
敗
性
を央
う
も
の
で
は 

な
い
。
ま
ず
あ
る
状
態
で
有
業
率
^
が
実
現
し
てい
る
と
き
、
何
等
か
の
原
因 

に
ょ
っ
て
^

価̂
格
分
布
が
変
移
し
た■
合
の
効
果
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
そ 

こ
で
性
：

c
s
>
.

年
齢
：

CA>,

家
計
の
型
X
T
}世
帯
主
の
職
業
？
}
を
等
し
く 

す
る
集
団
グ
.ル
丨
プ
を
考
え
、
核

収
入

(

1)

だ
け
を
変
化(

増
大)

せ
し
め 

た
場
合
を
考
え
よ
う
。
先

の

(2 

,

1
)

式
.

i
p
i
-
v
o

が
成
立
す
る
も
の
と
仮 

定
す
れ
ば
、
第
七
図の
如
く
、

の
分
布
曲
線
は
右
に
移
動
する
こ
と 

.が
期
待
さ
れ
る
。(1

=
1
1

の
因
の
実
線
分
布
か
ら
、

I
=
I
M

の
点
線
の
分
布
ま 

で
移
動)

、
有
業
考
の
数
は
、
元
の
咐
か.ら
、

面
積
W

W

Dに
等
し
い
助
に
減 

少
す
る
だ
ろ
う
。
そ
のと
き
め
有
業
率
を
妁
と
す
れ
ば
、

I

)

友=
唓

<
友
=

,

ま
た
は
，

<
0

 

'

が
成
立
ず
る
？
核
収
入I
が
有
業
率
パ
に
負
の
影
響
を
与
え
る
こと
の
意

味

 

は
、
上
記
の
よ
う
に
供
給
德
％
の
分
布
の
変
移
を
媒
介
と
し
て
い
る
と
い
う 

こ
と
が
羽
明
す
る9

し
か
る
に
有
業
率4

W,
の
分
布
i

の
形
だ
け
に
依
存
す
る
も
の
で
は 

な
い
。
需
要
側
の
呈
示
す
る
就
業
機
会
の
分
布
農
の
移
動
に
も
依
存
す
る
。 

い
ま
好
況
期
に
こ
の
労
働§

主
体
の
グ
ルー

プ
に
呈
示
さ
れ
た
就
業
機
会
が

増
大
し
分
帝
農
が
右
に
変
移
し
た
と
す
る

(

第
八
図)

。

.

第
八
図
で
就
業
機
会0

0

Q 

D
が
0
5̂

に
移
動
し
た
と
し
よ
ぅ
。
供
給
価 

格
八
系
曲
線
と
の
共
通
部
分
：で
矩
ま
る
就
響
の
数
は
ゆ
に
増
大
し

'.
.
.
2癀
|> 

«0
6

0
有
業
率
セ
3
=
-
^
-
は
元
のS

よ
り
大
き
く
な
る
。

こ
の
よ
ぅ
に
有
業 

率
パ
は
、
単
に
，
供

給

腰

の

分

布

農

の

み

な

ら

ず

、
需
要
側
の
条
件
に
よ 

つ
て
も
変
動
す
る
こ.と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な.い
。

.

:

,

3
有

業

囊

動

WS
U 

:

分
析
の
定
式
化 

.S...

わ
れ
，わ
れ
の 

分
析
のnn

的
は
I
、.

L

、
K

、V

T

、

X

、

A

、

S

、

G

、

0
等
0
諸
要
素
の
変 

動
が
、、
労
働
供
給
主. 

体
の
.

(

最
低)

S
 

f

の
水
準
ま
た
は

労
働
攀
王
体
群
の 

禱
価
格
分
布
の
形
'

状
を
い
が
に
変
動
せ 

し

.め

る

か

を

計

測

す
 

る
こ
と
に
あ
る
。
も 

し
こ
の
こ
と
が
可
能 

な
ら
ば
、
需
要
侧
の 

有
業

率

変

動

の

分

析. 

V

H 3/̂ 3 =  - -  >  fixMl

呈
示
す
る
就
業
機 

会
の
分
布
を
与
え 

て
、
，両
者
の
結
合 

•
は
直
ち
に
諸
種
の 

賃
金
格
差
の
決
定 

機
構
を
計
量
的
に 

予
測
す
る
こ
と
を 

可
能
な
ら
.し
め 

る
。
し
か
る
に
わ 

れ
わ
れ
の
デ
ー
タ 

の
性
質
上
、
直
接

に

労

働

馨

躍

分
布
を
導
出
す
る 

こ
と
は
現
在
の
と

.こ
ろ
不
可
能
で
あ
る
。
何
等
か
の

H

夫
'に
ょ
り
労
働
供
給
分
布
の
変
動
を
間
接 

的
に
.把
握
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る。
,
< 

s
.
.

ど

の

階

層

：に

対

し

て

も

就

業

機

会

€)
分
布
曲
線
が
ー
定
な
ら
ば
、
有
業. 

率
パ
の
変
動
ば
労
働̂

^

^

^
の
分
布S

線

/(W

:.
多

i)
(

趴
は
¥
均 

値
、v

は
分
散
> 
の
形
状
及
び
位
置
の
変
動
の
み
ぬ
依
存
す
る。
'

(2.

3

A
"
F
{
/
o
^
v
;

 

§, 

^

{、
(
w
a

 ; m
r

 
a
y
Y 

こ
こ
に
^
衫)

は
.、
需
要
側
の
呈
示
す
を
就
業
機
会
の
分
布
農
で
、

(2.9) 

式
で
は
外
生
的
に
与
え
ら
れ
た
：シフ卜
パ
ラ
メ
タ
と
し
て

導
入
さ
れ
て
い
る
。

.四
九
'(

ニ
九
九)



•

い

ま

分

散
:^1

定

'と
す
れ
ば
、
/•
.分
布
は
平
.均
値
.m"

w
s

に
依
存
す 

:

る

。

従

：
，
？
て

(

2
、
• 

9)

式
は
次
の
如
く
書
げ
る0
.
: 

,
,■
'
.
- 

10
)
：： i

=
:
B
V
_
}

-:.

'

■-
■

.し
か
る
に
平
f
 

■霧

！
^

^
は
、へ
諸
揮
0-
家
計
特
性
の
菡
数
で
あ
が
、

(2.

1
1

)

^|
,
=-©
-

(
1
, L, K, d, 

T
,
M
,
t>
, 

s
,
q
;
3 

と
あ
ら
わ
せ
る
か
ら
：

(2.11 〕

を

(2.:10 )

に
代
入
し
て

(2.12) 

k
=
3
a
,
L
,
K
,
a
,
T
,
H
,
A
V
S
,
c
;

3'

が

導

か

れ

る

.。

こ

れ

が

計

測

の

対

象

七

な

る

労

働

禱

函

数

す

な

わ

.ち

.有

業

率 

:
方

程

式

で

あ

る
。
;.
:
: 

• 

(
2
'
1
2
)

式

の

セ

N
5
V

の
■

は

、
就

業

機

会

©
分

布

廛

が

各

層

毎

に

一

： 

矩
と
の
仮
萣
に
連
づ
い
て
い
る
尨
め
、
需
要
側
の
諸
圓
> 
特
に
供
給
主
体
に
：
 

呈
示
さ
れ
る
賃
金
率
を
含
ん
で
い
な
い
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
.。
C
の
よ
ぅ
な
定 

式
化
は
、
よ
く
層
別
化
さ
れ
た
家
計
グ
ル
ー
プ
の
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
八

/J
析
の 

場
合
に
適
合
す
る
と
思
わ
れ
る
。.た
と
え
ば
労
職
別
男
女
別.に
.み
る
と
、
：あ
る 

時

点

に

お

.け

る

新

規

学

^
^
! 

C

中
卒
、
高
卒)

に
対
す
る
就
業
機̂

の
^
布
は
、 

家
1-
[
特

挫

.の

異

る

グ

ル

ー

プ

.に
対
し
て
も
ほ
.ぽ
同」

.で
あ
る
と
.期
待
さ
れ
る
.か
. 

ら
で
あ
る
。

.-'
V

 

,

H

と
く
に
時
系
列
分
析
に
お
い
て
は
、：
就
業
機
会
分
布
の
変
化
の
有
業
率 

に
与
え
る
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
と
同
様
に
、
あ
る
特
性
の 

労
働
f

主
体
グ
ルー

プ
の
f

1
分
布
_
線
を
、
、(W

ご
•
.§
,
%
>
:で，示 

し
、
就

證

会

の

分

布

農

をKW
)

で

示

す

と

：、

前

述

第

第

七

図

、

第

八

図

の

如

く

有

パ

は/
と

分

の-函
数

で

あ.る
。

'

, 

.
五
.〇
' (

三
〇
〇
>

(

2
'
1
3

〕

‘

=
F
{
/

(

W
:.
§
V
2

)

'
^
W
>
}

前
せ
同
様
に
、'^
を

；
一
，
定

と

し

V

、
/̂
を
平
均
値
氣
で
代
置
し
、
就
業
機
会 

の
分
布
の
®

か
の
指
標
を
D
と
す
る
と
、

(
2
.
1
4
)

 

$
=
F
{
W
,
'
D
}

.

.
さ
ら
に
ハ
to
, 

S
を

代

入

す

る

有

程

式

は

(2.15) 

A
N
F
a
,

 L, 

K
,c»
, T, X

 A, 

s
,
p
>
b
>

と

表

：わ

せ

，る

。

前

項

の

(

2
-;
'
:
1
2

)

式
と
真
る
点
は
、
：
需
要
側
の
変
化
を
考
慮 

-

し
て
：い
る
と
と
：で
知
石
。
わ
れ
わ
れ
は
何
等
か
の
指
標
で

1)
を
测
ら
ね
ば
な
ら 

•
な
い
.。■
最
本
簡
単
な
指
標
は
、.就
業
機
会
分
布
の
平
均
値
、
即
ち
需
要
側
か
レ 

.

呈
示
さ
れ
た
全
就
業
機
会
の
賃
金
の
平
均
を
ど
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
、 

現
存
デ
ー
タ
で
は
、
朵
就
職
の
場
合
を
含
め
.た
全
求
人
数
の
件
数
と
そ
の
賃
金 

率
を
算
定
す
を
5

が
で
き
な
い
0
や
む
な
く
就
職
の
実
現
じ
た
就
業
機
会
の 

平

均

霊」

\¥
;で
も
っ
て
1)
.の
簾
に
代
用
し
た
0
後
に
の
べ
る
計
測
結
果
か
，
 

ら
は
、
と
の
指
標
は
0
の
第
_
|
.次
近
1

と
し
て
十
i

用

可

能

な

も

：
の

と

考 

え
ら
れ
る
。

⑴

使
用
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
昭
和
三
十
四
年
度
、
.
家
計
調
査
資
料
の
特
別
再
集 

計
資
料
で
あ
る
0

及
び
所
得
の
ぶ
定
し
た
関
係
を
得
る
た
め
こ
の
年
の 

六
月
の
調
査
対
象
家
計
に
つ
いて
、
前
後
六
力
月
の
.追
跡
デー
タ
を
作
成
し
、 

こ
れ
を
お
の
お
の
六.力
月
に
つ
い
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
から
、

こ
の
デ 

丨
タ
は
一
家
計
毎
の
個
別
表
と
な
つ
て
い
る
。
後
述
す
る
如
く
成
年
人
口
三
人

四
資
料
の
性
格
と
家
計
特
性
に
よ
る
層
別
化

家
計
は
わ
ず
か
に
総
標
本
数
四
六
一
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
こ
れ
を
多
く
の
特
性 

‘に
ょ
つ
て
分
類
層
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
つ
た
。
以
下
^
別
化
の
矹
要
を 

の
べ
る
。

g

成
年
人
ロ
に
ょ
る
層
別
化■

.家
計
群
を
家
：̂

成
員
の
タ
ィ
プ
で
分
類
す
る
。
家
計
は
世
帶
員
構
成
の
迤 

本
型
と
し
て
、

.

•両
親一

-

世
帯
、

王
一

！

K

1
子

供

：

と
い
ぅ
形
の
何
れ
か
の
部
分
を
形
成
し
て.い
る
が
、
と
く
に
そ
の
家
計
に
属
す 

る
成
年
人
口
の
数
は
家
計
の
労
働̂

量̂
に
大
な
る
影
響
を
.与
え
る
も
の
と
考 

え

、

ま

ず

成

年

人

ロ

の

数

で

世

帯

を

分

類

し

た

。

次

表

の

如

く

、

家

：
^

を

分

類 

す

れ

ば

そ

の

各

々

.
に

つ
い
て
^
働

供

給

のパ
タ
I
ン
は

異

る

で

あ

ろ

う

。
：

.
1. 

.
.

.
.

.

2
人

世
帯

a2
主

-妻

! 
ニ

S
人

世
帯

| 
a3

主
-
妻

-子

:1
4
人

世
帯

卜
A
j
主

-
妻

-
子

-子
! 
. 
■ 

■

□

>

瞎

Bo 
•親

-主

.
'.. 

b3
親

-
主

-
妻
■
丨

TD 
J
親

-
主
一
妻
—
？
'

41
又

-
母

-
主

-妻

ン
画

Co 
主

-子
.
.
(
死
別
離
別
者
)

C3
 

親
"'主

一
(死

別
離
別
者
）

O
輿

-
主
-
妻

-
子

. 
[4

 1親
-
主
-
^

.
そ
の
他

o
a
r

故
^
沣

魂

肿

)

さ
て
、
こ
の
節
の
分
類
は
主
に
、
成
年
人
口

m

人
世
帯
の
家
-f
t
に
限
定
し
、 

有

議

.に
影
響
を
与
え
る
諸
要
因
を
導
出
し
よ
う
と
試
み
た
。

■'
:

有

業

率

変

動

の

分

析

ii
i

成
年
人
口
三
人
世
帯
の
子
供
の
性
に
よ
る
■
ル 

成

年

人

口

三

人

の

家

計

群

は

標

本

総

数

四

六

、
一
：
で

あ

っ

た

。

そ
の
ぅ
ち
A
型 

:(

世
帯
主—

妻—

子〕

は
、

ー
九
八
、
丑

型(

親
I
世
帯
主—

妻)

は
、一

六 

九
で
両
者
で
.全
#Q

約
八
〇
％
を
占
め
る
の
で
分
析
を
先
ずA、
B
両
型
に
限 

定
し
た
°
さ
て
、
<
5型
象
計
.に
つ
‘い
て
男
子
の
場
合
と
女
子
の
場
合
で
は
、
労 

働
籍
の
パ
タ
ー
シ
が
異
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
？
そ
こ
で
、
A
型
の
場
合
、 

子
供
の
性
別
.に
家
計
群
を
さ
ら
に
分
類
し
て
、

 

;

ノ 

■ 

サ
ン
プ
ル
数

,
^

—

w
m.
ii
l

'f
l
j
l

—

そ
の
妻—

男
子
、

一
一.〇

.

,
>
1
/
m
〃
，，
I
.
〃 

彳
女
子
、

八
八 

に
分
け
る
こ
と
に
し
た
型
の
サ
ン
プ
ル
数
は
、

一
一
〇
、

A
-
/型
は
、

:

八
八
で
あ
っ
た
？
 

. 

av
年
齢
..に
対
す
る
考
え
方.
.

.
す
で
に
観
察
し
て
き
た.よ
ぅ
に
、
労

働

壬

体

の

年

齢

は

、
第

「

に
は
、 

r
.そ
の
年
齢
層
の
供
給
主
体
を
取
卷
く
社̂
環
境
‘の
条
件
変
化
に
よ
り
、
第
一

1

は 

•各
年
齢
層
に
対
す
る
需
要
側
の
就
業
機
会.の
大
き
さ
の
相
異
に
よ
り
、
著
し
く 

有
業
率
に
影
響
を
与
え
る
。

(

厳
密
に
は
性
別
年
齢
階
層
別
の
労
働
供
給
価
分 

布R

形
.状
の
相
異
と
、
呈
示
さ
れ
た.就
業
機
会
分
布
の.形
状
の
相
興
と
.云
っ
た 

'
方
が
”よ
.
S

.0
-
:'.
.

そ
こ
で
遺
年
齢
に
よ
っ
て
、
家
計
群
贏
化
す
る
こ
と
が
望
.ま
れ
る
が
、 

サ
ン
。ブ

ル

数

の

に

よ

り

こ

；れ
ダ
な
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

.五

一

Q
1
0
1

)



〔第 十 一 図 〕 核収入階層別妻の平均年齡
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5 C
40 

年

齢

.

有
業
率
変
動
の
分
析

し
か
し
、■家
計
を
成
年
人
口
で
層
化
し
、
さ
ら
に
、
.こ
れ
を
<
1型
、
1
1
3
型
等 

に
分
け
る
と
、
世
帯
員
の
.年
齢
構
成
は
ほ
ぼ
家
計
タ
イ
プ
に
よ
つ
て
層
化
し
う 

る
こ
と
を
見
出
.し
た
。

第
九
図
は
.A-

m

型
男
子
、
子
供
の
八
〇
％
が
年
齢

一

ー
〇
歲
盡
、.
九
五
％

'が
ー
一
五̂

H

で

あ

る

こ

と

、
，
第

十

図

は

A
-
/

型
女
子
子
供
の
.九
〇

％

が

1

一
一 

歲

.九
九
％
が
.
.ニ.五
.歲

で

あ

る

-と
を
示
し
て
い.
.る。
ま
.た
第
十
.

一 

図
はA

-
m
,

 A
-
/

型
に
お
い
て
、
妻
の
平
均
年
齢
は
、
.核

取

入

第

一

醫
I
 

い
て
、.そ
の
す
べ
て
が
、
ra
o
歲〜

五
〇
歲
の
間
に
あ
るこ
と
を
示
し
、
' さ
ら 

に
5
里
家
計(

親
丨
世
帯
主—

妻)

“に
.お
い

：て

も

妻

の

平

均

年

齢

の

.す

べ

て

は 

ニ
九
歲
丨
三
八
歲
：

(

大
体
三
〇
®'
と
な
つ
て
い
る
.こ
と
が
示
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
..に
年
齢
.に
‘対
す
る
層
別
化
は
、
家
計
.タ
イ
プ
の
よ
く
ヮ
ン
ト
口 

丨
ル
さ
れ
た
層
別
化
に
よ
つ
て
十
分
吸
収
し
う
る
こ
ど
が
見
出
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
の分
析
で
は
各
家
計
タ
イ
プ
ご
と
に
、#
|
|
ネ
の
)» 

内
平
均
年
齢
を
用
い
た
。
も
し
サ
ン
プ
ル
サ
イ
ズ
が
さ
ら
に
犬
で
あ
れ
ば
、年. 

齢
に
よ
る
層
化
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
.忽
_
.で
あ
る
。

V

そ

の

他

の

要

因

に

づ

い

て'

労
務
者
家
計
、
職
員
家ft
の
有
！

M

動
の
差
_異
が
検
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。
従
来
の
：分
析
で
は
、
同
ー_
双
入
吧
_
家
計
で
も
^
砠
別
に
豸
罾
申 

は
異
'
 
前
者
の
.有
業
率
は
後
者
の
そ
れ
よ
り
も.

一

般
.に
.大
で

.
あ

る

こ

と

が

観 

察

さ

れ

で

％

た

。

C

中
小
.企
業
労
_
実
態
調
査)

そ
れ
ら
の
観
察
を
よ
り
詳
細 

'に
確
認
し
、•そ
の
内
部
構
造
の
差
異
を
究
明
し
、
有
業
_

動
に
与
ぇ
る
諸
要 

因Q

影
響
度
の
違
い
が
検
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い。
.

. 

.
五
：三

Q
一
 
〇
ー
5

五
ニ 

s
〇
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〔第十二図〕 A -肌型象訃の非核有業舉理論値と実際値の比較

核収入（万円)
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未
成
年
者
の
数
と
、
持
家
、
非
持
靡
の
要
因
が
有
肇
に
与
ぇ
る
変
動
が 

観
测
洛
れ
.た
，
何

れ
.;
%

^
ン
'ブ

ル

：
数

の

：
制

約

か

ち

、
ぐ
：

.各

醫

内

の

.
平

獲

が

用
 

い
ら
れ
た
。
.

.

さ
ら
にw

o
s
e
t
t

が
な
し
た
よ
ぅ
に
、
本
人
の
学
歴
、
妻
の
婚
姻
年
数
、
負 

債
.の
額
等
の
諸
要
因
が.考

え

：ら
れ
ね
ば
へ
な

^
な

：
い

が

、

.
わ

れ

わ

れ

の

デ

I

タ

で 

は

、

こ

れ

ら

：の

記

_

項
が
見
ら
れ
な
：か.つ
た
：0

■

:

.五
：
：

計

測

結

果

の

概

要(

勤
労
者
家
：計
成
年
人
員
三
人
世
帯

)

'

.. 

... 

•
•
.
•
•
• 

'

■以
下
の
計
測
.は
す
べ
て
、
金
額
は
亩
円
単
位
で
は
か
ら
れ
て
い
る
。
.m
s 

次
の
如
し
。
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i
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お
け
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非
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有
業
率
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変
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た
と
え
ば 

>ま
型

(3
)
式
，の
理
論
値
と
実
際
値
を
比
較
し
た
も
の
が
第
十
ニ
図
.

に
pi
か
れ
て
い
る
。

.

.
：_

計
測
結
果
⑴
か
ら
⑷
ま
で
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
.ぅ
な
結
論
を
得
る。

，
•

S

 

型
、
|>
_

^
型
両
家
計
と
も
に
、.
Iの
影
響
は
負
で.、
そ
の
大
き
'
、 

.さ
は
世
帶
主
収
入
一
万
円
の
増
に
対
し
、
有

肇

は

約

三

〜

四
.％
減
少
す
る
：

」

(5). 

-
1
^
-
=
—
0.0003 〜

丨00004

的

「

年
齢
の
影
響
は
約
二
五
の
層
内
で
両
家
計
共
に.正
の
影
響
を
も
.

ち
、
か
つ
、

型
の
方
がX
 p

よ
り
そ
の
匀
廊
が
大
で
あ
る_
!.:

(6) 

A
s 随 

d
t
^
-
4
.
0
5
, 

A
-
w

 
型
で
は
-

^

-普
0
0
7

〜

0
.
0
00

男
子
家
削
の
方
が
年
齢.効
果
が
大
き
く
表
わ
れ
て
い
る
こ
之
は
次
の
，よ
ぅ
に
.

■ 

説
明
さ
れ
る
0

1
:般
に
女
子
よ
り
も
男
子0
龙
が
、
中
卒
時
に
お
い
て
高
校
へ-
 

の
進
学
い
？し：
たがって、

.1:

五
歲
に
お
い
て
有
業
歡
は
男
子
の
方
が.
 

低
い
o

r
方
男
子
は
，大
学
卒.の
年
齢
に
達
す
る
そ.の
殆
ど
が
有
業
化
す
谷
の.に

:: 

対
し
、
.女
子
の
場
合
は
、.な
お
家
亊
赞
働
と
し
て
有
業
化
し
な
：い
場
合
が
多
数
，
.

残
る
。
こ
の 

一■
五

歳

の

出

発

点

と
ニー
歳
の
到
達
点
に
.お
け
る
差
異
が
、
X
 

型
よ
りA

-
m

型
の
非
i

業
率
パ
に
対

し

'年

齢

効

果

を

大

き

く

し
て
い
る
と 

考
え
ら
れ
る
。
A
-
H型
家
計
で
は
、
女
子
一
歲
の
年
齢
上
昇
は
有
業
率
を
約
五 

%
上

昇

せ

し

め

、
：
：

A
-
w

型
で
ば
、

男
子
一
歳
の
年
齢
上
昇
は
約
七
％
上
昇
せ 

し
め
か
、於
ろ
'う
。
，
，
.上
記

；
の
よ
：
う

也

年

齢

上

昇

.に

#
う

男

•

員̂
の
特
性
は
、 

男
子
が
常
に
就
業
と
就
学
に
際
し
て
、
生
涯
賃
金
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
を
反 

映
し
て
い
る
も
の
と
云
え
よ
う
。
こ
の
^

果
は
、
，後
の
男
子
だ
け
の
有
業
率

|
 

に
対
す
る
年
齢
効
果
で
は
ざ
ら
に
強
く
表‘わ
れ
て
い
る
。

H

「

こ
の
計
測
で
は
非
核
収
入
率W
の
影
響
は
、
X

型
で
は
負
、
T
? 

型
.で
は
統
計
的
に
有
意
で
な
い0

.

\

含
て
有
業
率
の
連
論
的
意
味
の
節
での
や
た
よ
う
に
、
非
核
収
入
率
外
は
需 

要

側

か

：ら

呈

示

さ

れ

た

就

業

_

の

分

布

と

水

準

の

大

き

さ

の

指

標

と

し

て

と 

ら

れ

た

も

の

：で

あ

-?
た
。
：
し
た
が
っ
て
ガ
の
上
昇
は§

率

#
に
対
し
て
は
正 

■.の
方
向
.に
.影
響
す
'̂
.こ
'
.と
が
期
待
さ
れ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ずA

A
型
で
は 

負
、;

A
-
m

型
で
は
統
計
的
に
脊
意
で
な
く
計
測̂
れ
た
。

こ
の
こ
と

め

意
味 

を
検
討
し
よ
う
。：
第
十
三
囟S
CP
)
ば
、
炙

型
、
：

A
-
m
.

型
家
計
.の
そ
れ
ぞ
れ 

に
つ
い
て
、
(!
)
、
⑶
式
か
ら
、
ュ
と
<
の
効
果
を
抜
い
た
残
り
の
塞
を
醫
毎 

に
ブ
ロ
ッ
ト
ム
、.
—*
方
非
核
収
入
率
塬
の
変
働
を
対
応
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

.
• i

n

i

f
 

^

1
 

• 

■

:
A
—

家
計
で
は
、
：世
帶
主̂

<第
：一.一:

1

人
四
万
四
千
@

ま
で
は
明 

瞭
に
逆
相
勝
し
、
そ
れ
以
上
の
階
層
で
は
順
相
関
を
し
.

て
：.

い
^

し
た
.が
っ
て 

全
階
層
を1

緒
に
し
て
非
核
収
入
率
ル
と
回
帰
さ
せ
た
場
合
⑵
式
で
放
の
係
数

マ
•

五
五
' (

三
〇
1五)

右
業
率
変
動
の
分
析
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第十三図 (ィ） A- / 型家訐が
負
と
な
っ
た
の
は
逆
相
関
の
階
層
数
が
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
当
然
で
あ

. 

っ
た
訳
で
あ
る
。
.
そ
こ
で
試
み
亿一

1

避
層
ま
で
の
非
核
収
入
率
を̂

そ
れ. 

以
上
の
階
-'
/
i
の
非
核
収
入
率
をW2
と
し
て
分
け
.て
相
関
せ
し
め
る
と
次
の
計
測

(8
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R
=
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.
9
6
7
2

し
か
ら
ば
、
何
故
第一  

一®

を
宽.
：と
し
て
、
そ
れ
以
下
で
は
一
様
に
逆
相
関 

し
、
そ
れ
以
上
で
は
順
の
相
関
を
す
る
の
で
あ
ろ
}
か
。：

型
家
計
に
つ
い
て
も
同
様
の 

こ
：と
が
見
ら
れ
る
。
ぃ.世
帯
主
第
七
階
層 

.(

二
方
；八.
千S

D

ま
で
は
、
ほ
ぽ
逆
相 

'関
し
、：

そ
れ
以
上
で
は
順
相
関
.を
し
て 

い
る
。
こ
れ.
は

S

型
家
計
ほ
ど
明 

暸
で
は
灰
い
。
計
測
⑷
式
でW
の

襲
 

が
有
意
で
な
か
っ
た
の
は
第
十
三
図
的 

か
ら
置

に

判

断

し

う
る
。
こ
れ
ら
の 

結
果
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
.が
推 

論
さ
れ
う
る
。
 

ぃ
 

衫

.

「

非
核
有
業
率
は
妻
と
子
供
の
平 

均
有
業
率
で
あ
る
。

A
-/

型
家
計
に
.お 

.
い
て
は
、
世
帯
主
収
入
第
二
階
層
四 

撕

:

.1
:

.

:■
万
四
千
円
以
下
で
は
妻
と
女
子
の
ど
ち

ら
か
：に
対
す
を
収
；

<

率
が
上
昇
す
る
と
他
方
は
非
労
働
力
化
す
る
。
す
な
わ
ち 

両
者
は
従
属
関
係
に
あ
つ

V
、

片
方
の
^

#
は

家

計

に

お

け

る

第

一

一

番

！
！

n

の 

核
的
存
莅
と
な
り
、
そ
の
収A'
の
増
加
は
、
他
方
の.非
豪
化
を
促
進
す
る
。 

そ
の
結
果
逆
の.相
関
が
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
一
一
砠
»
以
上
で
は
、 

両
者
は
共
に
独
立
に
行
動
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

A
-
w

型
家
計
に 

お
い
て
は
、
妻
と
男
子
子
供
の
従
厲
関
係
は
第
七
階
-)
»

0,

一
万
八
千32)

..以
下 

で

し

か

見

ら

れ

な

い

.
。

こ
れ
は
'A

-m
型
家
計
とA

丨/

型
家
計
の
有
業
率
に
関
す
る
顕
著
な
差
異

.

とtK

え
る
事
実
で
あ
る。A

丨/

型
家
計
で
は
一
般
に
妻
と
女
子
と
の
労
働f
 

が
従
i

係
に
あ
り
、

型
家
計
で
は
概
し
て
独
立
で
あ
る
と
結
論
し
ぅ 

る
で
あ
ろ
ぅ
。
そ
の
何
れ
が
主
動
的
で
、
他
方
が
従
属
的
で
あ
る
か
は
次
項
の 

計
測
結
果
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い。

.
'

さ
て
次
に
両
家
計
型
の
非
核
有
業
率
に
つ
い
て
、
世
帶
主
取
入
I
と
子
供
の 

年
齢
八
お
ょ
ぴ
非
核
取
入
率
”
以
外
に
影
響
を
与
克
て
い
る
と
思
わ
れ
る
要
因
ノ 

に
つ
い
て
計
測
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
胃
ま
^

の̂
中
に
は
f
 

家
計
と
労
務
者
家
計
が
混
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
両
ま
ft
.の
差
異
を
見
る
た
め 

に
各
P

海
に
、

を
定
義
し
、
S
を
回
帰
方
程
式
に
導
入
し
た
。
第
一

1

の
要
因
は
、
持
家
、
非
持

家
の
区
別
で
あ
る
。
贊
率
と
同
様
に

^

1

澉

皦

领i
t

辫
■ 

l

i

i

l
 

• 

t
l 

1

1

1

を
定
義
し
过
を
導
入
し
た
。

A
-
m

型
、A
,
/

型
に
つ
.い
.て
の
計
測
結
果
は
次 

式
で
あ
っ
た
。ゾ 

.

. 
.
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娲

「

核
収
入
I
の
影.
響
は
両
家
計
共
に
負
、
年
齢
の
影
響
は
共
に
正
で
、 

女
子
よ
り
| |
;
子
象
託
の.
方
が
：そ
：の
効
果
は
大
き
，い
。一
職

.
員
率
S
は
共
に
有
業
率 

ム
に
負
の
効
果
を
与
え
、
.

^
^
里
家
1-
|
の
方
が
そ
の
係
数
は
大
き
い
。
03
=
1 

と
す
れ
ば
、(9
)
、
(1
0}
式
は
職
員
家
計
の
有
業#
^
程
式
を
示
し
、s=

0
.

と
す 

れ
ば
、
労
務
者
家
計
め
有
業
率
方
程
式
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
ば
職 

員
家
計
の
方
が
労
務
者
家
計
よ
り
.
一
般
に.
有
業
率
は
低I' .
と
と
、
X

型
家 

計
よ
りA

t
w

型
家
計
の
方
が
よ
り
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

持
家
率
过
の
影
響
は
、A
<

型
家
計
で
は
負
に
影
響
す
る
が
、

A
-

w

型
家 

計
で
は
有
意
で
は
な
い。

」

:

ii
)

家
計
内
労
働
霧
に
.お
げ
る
凄
と
子
供
の
従
變
係
に
つ
い
て

前

項

でA
-/

型
家
計
で
は
妻
と
女
子
の
労
働f

に
相
互
依
存
関
係
が
あ 

り
、A

i
m

型
家
計
で
は
、
む
し
ろ
妻
と
男
子
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
行
動
し
て 

い
る
こ
と
が
推
論
さ
れ
た
。
こ
こ
で
そ
れ
等
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

第
十
四
図
⑷
と
的
は
両
家
計
に
お
い
で
、
各
世
帯
主
取
入
階
層
毎
に
、
.
妻
の 

取
入
と
子
供
の
取
入
の
変
動
を
見
た
も
の
で
あ
る
。

A
I
/
型
家
計
に
お
い
て
は
、
世
帯
主
収
入
階
層
に
関
す
る
傾
向
値
を
除
去
す 

る
と.
、
妻
の
取
入
と
子
供
の
収
入
於
明
瞭
に
逆
相
関
し
て
い
る
が
、
>
_
§
型 

家
計
に
つ
い
て
は
両
者
の
動
き
に
相
関
関
係
を
認
め
難
い
。
か
く
し
て
次
の
結 

論

を

得

る
,'
0

'
'.
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三
0
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四_ 〕 (ィ） A- / 型家訃
H

T
A
-
/

型
家
計
で
は
妻
と
女
子
子
供
の
有
業
化
は
相
互
に
従
属
関
係
に 

あ
り
、A

-
m

型
家
計
で
は
妻
と
男
子
子
供
の
間
に
相
関
が
な

.
い
。」

.

肋

；

A
-

/

型
家
計
に
お
け
る
若
年
女
子
の
有
業
_

動

に

つ

い

て-

A-
S
型
に
お
け
る
女
子
子
供
の
有
業
率
は
妻
の
有
業
率
と
独
立.
で
は
な
い
が 

.
試
み
に
次
式
を
計
測
し
た
。
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(1
1
)、(1
2
)式
を
見
る
と
、核
収
入I
の一

万
円
の
増
加
は
が
に
対
し
負
の
影
響
を 

.も
ち
、
年
齢
効
果
は
正
であ
る
が
、
女

子

子

供

の

収

入

率

-

(

就

業

機

会

の

変

化
 

の
栺
標
ゾ
^
も
妻
の
収
入
緣
額
セ
，
/

^
も
有
意
な
影
響
を
与
え
な
い
。
そ
こ 

で
，
：
X

型
家
計
の
職
員
家
計
に
つ
い
て
次
の
方
程
式
を
計
測
し
た
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業
率
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は
妻
の
宥
業
率1
と
負
の
関
係
ー
に
動 

<

0

(1
5
)

、

帥
式
か
，ら
も
女
子
の
収
入
は
妻
の
収
入
と
代
替
関
係
に
あ
る
こ
と
を

S
「

㈣
、
⑽
式
は
高
い
相
関
係
数
を
示
さ
な
い
。1
か
し
：、
妻
の
収
入
と
世 

帯
主
収
入
は
負
の
関
係
が
：あ
り
、
妻
の
年
猶
と
は

§

_

、

子
供
自
身
，の
.収
入 

と
は
殆
ど
有
意
な
関
係
が
な
い

」

.こ
と
が
示
さ
れ
る
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型
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子
子
供
の
有^

^
動
に
対
し
て
は
、
.妻
の
収 

.入

.

(

有
業
化)

が
影
響
を
与
え
、
先
ず
妻
が
準
核
的
存
在
と
し
て
働
ぎ
、
そ
の 

収
入
の
増
大
は
女
子
乎
供
の
非
盡
カ
化
を
促
進
せ
し
め
る
も
の
士
苯
ぇ
る

"
：
.
 

:女
子
子
供
の
収
入
率
の
変
動
は
有
意
な
影
響
を
も
た
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け
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の
有
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率
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動
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計
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.つ
い
て
は
、

妻
と
子
供
の
有
業
化
の
関
係
は
互
に
独
立
で

あ
る
こ
：と
が
す
で
に
推
論
さ
れ.た
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そ
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で
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関
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の
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A
-
W型
家
計
に
お
け
る
男
子
宥
業
率.

|

に
対
し
て
は
、
年
齢
効
果
が 

一

歳

の

上

昇

.
に

対

七

：
約
.
|
,〇
％
増
と
き
：わ
め
：て
そ
の
影
響
度
が
大
き
い
。
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㈨
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が
つ
需
要
側
か
ら
呈
示
さ
れ
た
舆
子
収
入
率
^
に
対
し
て
は
疋
の
影
響 

■
を
受
け
る
。
こ
，の
と
と
は
初
篇
あ
る
い
は
若
年
男
子
賃
金
率
の

.
上
昇
.(

就
業 

機
会
の
増
大 >::
が
、
..
こ
の
層
の
有
業
化
を̂

^

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
妻 

.

.
の
^

^

^
の
罾_
.
は
正
で
あ
る
が
吣
ど
ぽ̂

し
ぅ
る
ほ
ど
微
小
で
あ
る0」

.

.-..
以
上
へ
非
^

業
率
^
.
子
供
の
性
別
有
業
率
、

妻
の
収
入
、

子
供
の
取 

入
、
の
各
々
に
つ
い
て
そ
の
変
動
要
因
を
柚
出
し
た
。

1有
業
率
の
時
系
列
変
動 

に
対
ル
て
は
っ
さ
ら
に
各
層
に
対
寸
る
就
業
機
会
分
布
の
変
動
ハ
！

|要
分
析)

へ 

が
考
察
さ
れ
ね
棘
な
ら.な
い
？
と
こ
.で
：は
、
需
要
側
の
要
因
を
除
去
し
て
労
働

'歡

の

：.僧
標
と
し
て
の
有
業
！̂

!
式
を
計
測
し
た
も
の
で
あ
る
。
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示
し
て
い
る
。
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